
 様式 1        令和６年度 （運動・文化）部活動の方針 

              課外活動の方針 

 

学校コード：８３６３     学校名：須坂市立墨坂中学校 

 

目標 

 「墨坂中学校の生徒としての誇りと自覚を持ち，目標に向かって自己を高めていく意欲

的な生徒の育成」を願う本校の教育目標の具体的実践の場として位置づける。 

 

 

本校の運営方針 

○基本方針とねらい 

 （１）興味・関心を同じくする友と一緒に切磋琢磨し，自己を磨き，高める場とする。 

（２）各生徒の持つ能力や長所を伸ばせるように，体力の向上や技術の習得，感性・情緒の

成長を図り，生活を豊かにする場とする。 

（３）指導者の適切な指導を受け，練習や研究・制作（製作）を工夫し，協力しあって進め

ることを通して，自主性や創造性を高める場とする。 

    ※指導者の適切な指導とは，単に技術的なことだけでなく，人間性を伸長させる指導も

含む。 

  （４）楽しい中にも規律ある集団活動を通して，個人と集団との好ましい在り方を学び，よ

り望ましい人間関係を築こうとする態度を養う場とする。 

  （５）競技会，発表会，コンクール等の対外行事・諸経験を通して，学校を代表して活動で

きる資質を養う場とする。 

○部の発足・入部（転部）・退部について 

（１）部の発足 

部活動発足会をもって，本年度の発足とする。 

生徒は，継続願いを 4月 4日（木）に学級担任に提出する。 

→学級担任は，4月 5日（金）の帰りの学活までにサインをして，生徒に返却する。 

→生徒は，継続願いを発足式に持参し，発足式後に顧問に提出する。 

（２）入部 

原則として 3年間継続して参加するものを選択する。学期途中からの入部希望者は，学級担

任と相談の上，部活動係から入部届をもらう。入部届に，保護者の同意を含む必要事項を記

入して，学級担任了承の後，顧問に提出する。 

（３）退部 

やむを得ない理由のみ退部を認めるが，退部希望者は退部届用紙に必要事項を記入し，入部

時と同様の手順で必要な手続きをとる。 

（４）１年生の入部について 

部活動見学，体験入部を経て，入部届を顧問に提出し本入部とする。 

 

○活動時間 

《放課後》 ・開始時刻  帰りの学活終了 15分後には開始する。 

      ・下校時刻について日課表に準じる。 

補足 

（１）１日の活動時間について 

  ・平日では長くとも 2時間程度，学校の休業日（学期中の週末を含む）は，長くとも 3時間

程度とする。 



  ・朝の活動は，自主練習も含め，年間を通して実施しないことを原則とする。 

  ・顧問不在時は，活動を行わない。 

（２）休養日について 

・学期中は，週当たり 2日以上の休養日を設ける 

・平日は少なくとも 1日，土曜日及び日曜日は少なくとも 1日以上を休養日とする。 

・毎月の練習計画を立て，職員室廊下のホワイトボードに掲示する。 

・週末に練習試合等で活動した場合は，休養日を翌週又は翌々週の週末，又は祝日に振り替

える。 

・水曜日を，原則として平日の休養日（ノー部活デー）とする。 

・定期テスト 3日前からは，休養日とする。 

（３）社会体育・社会文化活動について 

  ・須坂市の方針に則り，社会体育・社会文化活動については，部活動との線引きを明らかに

する。 

（４）秋冬期（１０月～２月）の活動時間の確保について 

・【方法①】学校長の許可の上で，週 2回ほどの割り振りで，『延長部活動』として行うこと

ができる。 

その際は，顧問が安全確保をした上で実施する。【活動時間…16:30～18:30】 

（５）長期休業中の活動について 

  ・長期休業中は，休業期間の半分以上の休養日を設定し，学校閉庁期間は部活動を実施しな

い。 

  ・長期休業中はできるだけ平日に活動を行うように計画し，年末年始休業期間は，基本的に

休養期間（オフシーズン）とする。 

（６）特別日課（保護者懇談会・授業参観日）時の活動について 

・7月の保護者懇談会期間中は，顧問が不在であることと，熱中症対策の観点から，午前中

（8:00～12:00の間で 3時間以内）または夕方（16:30～18:30）に実施する。 

・12月の保護者懇談会期間中は，原則活動を行わない。 

・授業参観日は，活動を行わない。 

 

指導体制の工夫 

  ・顧問会を設置し，全職員が協力して円滑な運営になるよう，情報交換する機会を設ける。 

  ・生徒が主体となる部活動となるよう，部長会を中心とした全体運営への参画を支援する。 

  ・部活動参観日を設け，保護者が生徒の活動の様子を見る機会を設けたり，顧問と保護者が

情報交換する機会を設けたりする。 

  ・部活動運営委員会と連携し，様々な立場の方々と生徒の健康面に関わる点や社会体育との

関わりなどについて情報交換することを通して，望ましい活動運営を考察している。 

 

 

その他 

 「緊急時の対応について」 

部活動顧問は，生徒の特性を保健室や担任から出る資料をもとに理解するとともに，活動前

に健康観察を実施し，体調の悪い生徒は見学させたり，帰宅させたりするような配慮を行う。 

  異常に対応するためにも，活動中はできるだけ活動場所に行く。怪我や体調不良が起こった

とき，一人での解決が困難だと判断した場合は，ただちに活動を停止し，近くの職員を呼び

（人手がないときは，生徒に呼びに行かせる），複数人で対応する。 

 

 「部活動の地域移行について」 

  休日部活動の地域移行を、市検討委員会の決定を基に整備していく。 

 

 


